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「HOUSE VISION 2016 TOKYO EXHIBITION」に

「奈良の木」を約１，５００本展示します！
～地方自治体として「奈良県」が初めての参加～

平成２８年７月３０日（土）～８月２８日（日）の約１か月間、東京お台場で

開催される「HOUSE VISION 2016 TOKYO EXHIBITION」の会場メインテント内において、

建築家・隈研吾氏（東京大学教授）プロデュースの「奈良の木」を約１，５００本

使ったモニュメントが展示されます。

この展覧会は、2013年に第１回の展覧会が行われ、今回は第２回目で、１５の企

業と１３人・ユニットの建築家・クリエイターがコラボレーションし、新しい「住

まい」のあり方を提案する展覧会です。

木材業界のみならず｢住まい｣に関わる企業関係者や建築関係者等が会期中、約１

０万人来場する予定であり、開催期間中は「奈良の木」を使ったモニュメントを多

くの方々にＰＲし、「奈良の木」の手触りや匂い、色目などの良さを来場された多く

の皆さんに感じてもらいます。

【内容】

・会期：平成２８年７月３０日（土）～平成２８年８月２８日（日）11:00～20:00

・会場：お台場・青海駅前 特設会場（臨海副都心J区／東京都江東区青海2-1）

・奈良の木のサイズ(1本あたり:10.5cm×10.5cm×3m)

無垢材 スギ材 約750本、集成材 スギ材 約750本

農林部奈良の木ブランド課

木材利用促進係：北村・米山・和田

電話 0742-27-7470
FAX 0742-27-1070
内線 3962,3963

奈良県政記者クラブ

奈良県文化・教育記者クラブ

林野庁記者クラブ

都道府県会館記者クラブ 同時配布



《会期中の会場メインテント内での奈良県関連イベント》

隈研吾氏×古谷誠章氏×荒井正吾奈良県知事の３人によるトークセッション

&

早稲田大学生による研究発表

会期中の８月１０日(水)には、建築家・隈研吾氏(東京大学教授)、古谷誠章氏

（早稲田大学教授）、荒井正吾奈良県知事の３人によるトークセッションと早稲田大

学の学生による吉野材を活かしたデザイン案の研究発表を行うことで、より積極的

にご来場の皆様に「奈良の木」をＰＲいたします。

※参加企業

ヤマトホールディングス、Airbnb、Panasonic、無印良品、三越伊勢丹、大東建託、LIXIL、

住友林業、凸版印刷、TOTO・YKK AP、TOYOTA、カルチュア・コンビニエンス・クラブ、

AGF、Cassina ixc.、蔦屋書店

※「HOUSE VISION 2016 TOKYO EXHIBITION」とは
展覧会ディレクターにデザイナーの原研哉氏、企画コーディネートに建築家の土谷貞雄氏、

会場構成に建築家の隈研吾氏を迎え、HOUSE VISION実行委員会（事務局：日本デザインセン

ター原デザイン研究所）が主催する展覧会。

詳しくは下記URLをご覧ください

URL http://house-vision.jp

【３人のトークセッション＆研究発表内容】

・日時：平成２８年８月１０日（水）13:30～16:20 (開場13:00～)

・会場：「HOUSE VISION 2016 TOKYO EXHIBITION」会場 メインテント内

【お台場・青海駅前 特設会場（臨海副都心J区／東京都江東区青海2-1）】

・内容 13:30～13:50「奈良県産材の紹介」

13:50～15:20「3人のトークセッション」

タイトル「次世代に伝えたい木の活かし方」

隈 研吾氏（建築家・東京大学教授）

古谷誠章氏（建築家・早稲田大学教授）

荒井正吾氏 (奈良県知事)

15:30～16:20「早稲田大学生による研究発表」

タイトル「吉野スギ・ヒノキを使った新しい木質空間デザイン（仮）」


